
高分解能・高頻度撮影が実現する 
地球観測衛星とそのデータ利活用について 

日本スペースイメージング（株） 
李 雲慶 

日本写真測量学会関西支部空間情報話題交換会 

2014年12月5日 （於：常翔学園・大阪センター） 本日の内容 
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■会社紹介 
■DigitalGlobe社高分解能衛星群 
■SkySat衛星のコンステレーション計画 
■光学衛星とレーダー衛星 
■利活用事例 
 ・災害分野 
 ・GIS利用 
 ・農林水産・環境分野 
 ・その他 
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会社概要 

 会社名 日本スペースイメージング（株）（略称：JSI） 

 設立 1998年5月11日 

 資本金 4.9億円 

 主要株主 株式会社日立製作所、三菱商事株式会社 

 本社所在地 東京都中央区八重洲2-8-1 日東紡ビル8F 

 主要業務 各種衛星画像の撮影・処理・販売 
その他関連取引 
 

 取扱衛星・ 
  画像製品 

米国 DigitalGlobe社：IKONOS, GeoEye-1,      
       QuickBird, WorldView-1, WV-2, WV-3 
米国 SkyBox社：SkySat（24機計画） 
独国 BlackBridge社：RapidEye(5機) 
伊国 e-GEOS社：COSMO-SkyMed(4機) 

主な事業内容 

日本スペースイメージングは、高度な科学技術の集積である
地球観測衛星を、利用者のニーズに合わせて最適運用し（撮
影サービス）、画像作成・付加価値処理（衛星画像製品）、
情報抽出・配信（地理空間情報サービス）しています。これ
らの製品・サービスを組み合わせることで、費用対効果の高
い、より身近な情報ソースとして地球観測衛星がますます普
及するよう、皆様のご利用のお手伝いをいたします。 

配信サービス 
画像解析サービス 
その他情報サービス 
地図/標高データ 

DigitalGlobe衛星群 
SkySat衛星 
RapidEye衛星 
COSMO-SkyMed衛星 

DigitalGlobe衛星群 
SkySat衛星 
RapidEye衛星 
COSMO-SkyMed衛星 
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地球観測衛星（光学、空間分解能の変化） 
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 １９７２： ＬANDSAT ＭＳＳ ８０ｍ 
 １９８２： ＬANDSAT ＴＭ ３０ｍ 
 １９８６： ＳPOT Ｐ： １０ｍ 
 １９９５： ＩＲＳ１Ｃ／Ｄ ６ｍ 
 １９９９： ＩＫＯＮＯＳ ０．８２ｍ 
 ２００８： GeoEye-1 ０．４１ｍ  
 ２０１４： WorldView-3 ０．３１ｍ  
 

冷戦構造崩壊 
米国政府による 
  規制緩和 

 
■ ２０１３： SkySat ０．８５ｍ（動画撮影） 
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解像度1m以下商用光学衛星一覧 

OrbView-3 
1m 

KOMPSAT-2 
1m 

IKONOS 
0.82m CartoSat-2 

0.8m 
CartoSat-2A 

0.8m 

Pleiades-1 
0.7m 

Pleiades-2 
0.7m 

KOMPSAT-3 
0.7m 

QuickBird 
0.61m 

WorldView-1 
0.5m 

WorldView-2 
0.46m 

GeoEye-1 
0.41m 

WorldView-3 
0.31 

DubaiSat-2 
1m 

SkySat-1 
0.85m 

SkySat-2 
0.85m 

Demos-2 
0.75m 

EROS-B 
0.7m 

ASNARO-1 
0.5m 

0.25 

0.35 

0.45 

0.55 

0.65 

0.75 

0.85 

0.95 

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

衛星数：19 



DigitalGlobe社 高分解能衛星群（特徴） 
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1. 世界最高峰の地上解像度 
 WorldView-1、WorldView-2、GeoEye-1の衛星画像の地上解像度は50cmで、

建物から車一台一台まで判別ができる、航空写真に匹敵する解像度です。また
2014年8月13日に打ち上げられたWorldView-3の地上解像度は31cmで、現在
商用世界最高峰です。 

2. 6機コンステレーションの撮影能力 
 6機の衛星をフル活用することにより、300万km2の高解像度画像を1日に撮影

可能。1ヶ月の撮影で地球の陸域約60%をカバー。また地球上のあらゆる地点を
毎日撮影可能。 

3. 膨大なアーカイブ画像 
 2000年のIKONOS衛星、2002年のQuickBird衛星の運用開始以来、膨大な画像

アーカイブ（約20億km2）を整備済。地球の全陸域を8回撮影した面積に匹敵。 

4. マルチスペクトル画像 
 人の目には見えない近赤外、短波長赤外域まで搭載するマルチスペクトルセンサ

ーを搭載、様々な解析に利用可能な画像を提供。WorldView-3は16バンドマル
チスペクトルセンサーを持ち、より多様な解析に使用可能な画像を提供。 

DigitalGlobe社 高分解能衛星群（衛星概要） 
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1 m class 

resolution 

0.5 m class 

CMG agility 

< 0.5 m (1 ft) 

+28 MS bands 

“super-spectral”  

商用高分解能衛星 < 1 m (2 ft) 

resolution 

0.5 m class 

+4MS bands 

0.5 m class 

+8MS bands 

Parameter IKONOS QuickBird WorldView-1 GeoEye-1 WorldView-2 WorldView-3 GeoEye-2

General Mission
Launch Year 1999 2001 2007 2008 2009 2014 TBD

Altitude 680 km 450 km 496 km
680 km Nominal

+ Range of Altitudes

450-830 km

770 km Nominal

450-830 km

620 km Nominal

500-830 km

620 km Nominal

Image Quality
Aperture 0.7m 0.6m 0.6m 1.1m 1.1m 1.1m 1.1m

Q 0.7 0.8 0.9 0.95 0.95 1.14 1.14

Spectral Bands Pan+4MS Pan+4MS Pan Pan+4MS Pan+8MS

Pan+8MS +

12 CAVIS* Bands

8 SWIR Bands

Pan+4MS

Nadir GSD (m) /NIIRS 0.82/4.3 0.61/4.7 0.5/5.0 0.41/5.3 0.46/5.1 0.31/5.7 0.31/5.7

Accuracy w/o GCPs (m CE90) <10 <23 <5 <4 <5 <5 <5

Image Collection
Pan Pixels/Nadir Swath 13.5K/11.3 km 27K/16.5 km 35.5K/17.6 km 37.5K/15.2 km 35.4K/16.4 km 42.5K/13.3 km 42.5K/14.5 km

Line Rate (lines/sec) 6.5K/1.6K 6.9K/1.7K 24K

10K/5K  Nominal

20K/2.5K  Enhanced 

Available

20K/5K 20K/5K
16K/4K Nominal

Retargeting Agility Reaction Wheels Reaction Wheels CMGs Reaction Wheels CMGs CMGs CMGs

Data Downlink Rate 300 Mb/sec 320 Mb/sec 800 Mb/sec 740 Mb/sec 800 Mb/sec 1200 Mb/sec 800 Mb/sec

Global Capacity (sqkm/day) 150,000 200,000 1,500,000 350,000 1,200,000 680,000 640,000

All performance quotes at nominal altitude

*CAVIS = cloud, aerosol density, water vapor, ice, snow sensor

©DigitalGlobe 

WorldView-3衛星スペックシート 

軌道 高度：617 km／太陽同期軌道(10:30 am) 

観測可能な波長帯  
及び解像度（GSD） 

・パンクロマティック 
・マルチスペクトル            
・SWIR（Short Wave Infrared）         
 （短波長赤外域） 
・CAVIS（12Atomospheric Correction）  
大気補正用補助データ 

0.31m(直下視) 
1.24m(直下視) 
3.7m(直下視) 
 
30m（直下視） 
 

観測幅（直下視） 13.1 km 

一日における 
観測面積  

680,000 km2/日 

位置精度 5.0 m CE90 (地形等の影響を除く) 

北緯40°における 
回帰日数 

1.0日未満（地形及びオフナディアの影響を除く） 

設計寿命 7.25年 

想定寿命  10～12年 

衛星乾燥重量  2800 kg 

○商用衛星で世界最高の地上分解能31cmを実現 
○商用世界初の１６波長帯のマルチスペクトル画像センサーを搭載 
○CAVIS（大気補正センサーを搭載） 

ⒸDigitalGlobe 
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1.24m GSD 

WAVELENGTH (NANOMETERS) 

3.72m GSD 

(7.5m releasable) 

WORLDVIEW-3 CAVIS BANDS 

4
0

5
-4

2
0

 D
e

s
e

rt
 C

lo
u

d
s

 

4
5

9
-4

7
9

 B
lu

e
 A

e
ro

s
o

l 1
 

5
2

5
-5

8
5

 G
re

e
n

 

6
3

5
-6

8
5

 R
e

d
 A

e
ro

s
o

l-
1

 

8
4

5
-8

8
5

 W
a

te
r-

1
 

8
9

7
-9

2
7

 W
a

te
r-

2
 

9
3

0
-9

6
5

 W
a

te
r-

3
 

1
2

2
0

-1
2

5
2

 A
e

ro
s

o
l N

D
V

I 

1
3

7
0

-1
4

1
0

 C
ir

ru
s
 

1
6

2
0

-1
6

8
0

 S
n

o
w

/C
lo

u
d

 

2
1

0
5

-2
2

4
5

 A
e

ro
s

o
l-

3
 

30m GSD 
Atmospheric 

Compensation 

1.24m GSD  

Pan: 0.31m GSD  

WorldView-3により観測可能な波長帯域 

ⒸDigitalGlobe 

・衛星の直下では41cmの分解能
で撮影が可能 

 

・撮影角度60°で約50cmの分解
能を保持 

 

・衛星を首振ることで分解能が低
くなるが撮影機会が増大 

撮影角度と地上分解能（GeoEye-1の場合） 
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空間解像度比較 
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Naturalvue2000画像 
解像度：15m 

RapidEye画像 
解像度：5m 

GE1/ WV2画像 
解像度：50cm 

IKONOS画像 
解像度：1m 

©DigitalGlobe ©JSI © MDA Information Systems © BlackBridge 

11 



Additional activity is identifiable such 

as aircraft loading/unloading activity. 

Open hatch 

Luggage trailers 

Refueling and maintenance activity 

is observable 

Refueling / maintenance 

Madrid, Spain| August 21, 2014| WorldView-3 WV-3 image collected at 30cm resampled to 40cm 

ⒸDigitalGlobe 13 

WV-3: S3, S6, S7 | 3.7 m pixels ASTER: 4, 6, 7 | 30 m pixels 

資源探査の例 

SWIRのバンドコンビネーション例 

“ASTER” 467 (RGB)との比較 

ⒸDigitalGlobe 

SWIRとCAVISによって地物を詳細に分類 
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Clouds Ash 

Ice 
Ground 

Ice 

Lava 

False Color: SWIR 5, 1, VNIR 5 (Red) 

True Color: VNIR 5, 3, 2 

ⒸDigitalGlobe 

 単画像（GCP無し） 

位置精度（GeoEye-1の例） 

Reference:  
Kohm & Mulawa,  
JACIE Conference, 
2009-04-01. 

5m CE90 

Specification 

3.5m CE90 

Measured 

世界中に分布する検証サイト：149画像 

 ステレオ画像 

  （GCP無し） 

 

Reference:  
Kohm & Mulawa,  
JACIE Conference, 
2009-04-01. 

Spec. Actual 

CE90 

Horiz. 

4.0 m 3.2 m 

LE90 

Vert. 

6.0 m 4.3 m 

世界中に分布する検証サイト
54ステレオペア 

位置精度（GeoEye-1の例） 

 GeoEye-1ステレオ画像 
  （2009年2月5日撮影、 
      Hobart, Tazmania, Australia） 

 
  １GCP 
 
 検証点 

– 55 点（右図参照） 
– 高低差約1200 m 

 

 検証結果 
– 0.10m RMS （水平方向） 
– 0.25m RMS （垂直方向） 

 

Reference :C.S. Fraser & M. Ravanbakhsh, 
“Georeferencing Accuracy of GeoEye-1 Imagery”, 
PE&RS, June 2009. 

        水平方向誤差                   垂直方向誤差 

位置精度（GeoEye-1の例） 



1. 同一地点を一日複数回撮影 

 24機のコンステレーション配備による運用を予定しており、世
界最高となる日中1.5-3時間毎の定点撮影が可能になります。 

2. 100kg級小型衛星で分解能1m以下を実現 

 衛星重量100kg超の小型衛星ながら、パンクロマティックセン
サー、4バンドマルチスペクトルセンサーを搭載し、分解能1m
以下を実現。 

3. 商用衛星世界初 動画撮影機能 

 商用地球観測衛星では世界初のフルモーションビデオ撮影機能
を搭載。衛星直下で、1ｍクラスの地上分解能を実現していま
す。 
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SkySat衛星の特徴 

 Ⓒ Skybox 

製品仕様 

画像製品 

バンド 

ﾊﾟﾝｸﾛﾏﾃｨｯｸ 450-900 nm 

青 450-515 nm 

緑 515-595 nm 

赤 605-695 nm 

近赤外 740-900 nm 

ﾊﾟﾝｸﾛﾏﾃｨｯｸGSD 85cm（直下） 

ﾏﾙﾁｽｽﾍﾟｸﾄﾙGSD 2m（直下） 

ビット数 11ビット 

撮影幅 8km（直下） 

ファイル形式 TIFF 

付属ファイル 
メタデータ、RPCファイル、 

サムネイル画像、サムネイルKML 

動画製品 

バンド 白黒（ﾊﾟﾝｸﾛﾏﾃｨｯｸ） 

GSD 1.1m（直下）  

記録時間 30秒間 

フレームレート 毎秒30フレーム 

撮影範囲 2km×1.1km（直下）  

ファイル形式 H.264（MP4形式） 

付属ファイル 

メタデータ 

サムネイルビデオ 

サムネイル画像 

動画フレーム（ロービデオのみ） 

RPCファイル（ロービデオのみ） 
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製品例： フレーム画像 
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福岡空港 

 Ⓒ Skybox Imaging, Inc. All Rights Reserved. 

製品例： ロービデオ 
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ドバイ 

 Ⓒ Skybox Imaging, Inc. All Rights Reserved. 

製品例： スタビライズビデオ 

22 

大鳴門橋 

 Ⓒ Skybox Imaging, Inc. All Rights Reserved. 
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SkySat衛星が捉えた御嶽山噴火（動画） 

 Ⓒ Skybox Imaging, Inc. All Rights Reserved. 

P13_s01_20140409T071631Z.mp4
s01_20140601T020157Z.mp4
s01_20141016T013759Z.mp4


RapidEye衛星の概要 

特徴 

○高い撮影能力 

・ほぼ毎日撮影機会を有し、天候リスクを軽減 

・撮影最大能力は、1パス、77km × 1,500km 

○低価格 

・高解像度衛星と比べて低価格（面積当たり価格） 
○豊富な情報量 

・12bit (4,096階調）データを取得 

・レッドエッジバンド（赤バンドと近赤外バンドの中間） 
  各種モニタリング・解析に新たな可能性 
 

衛星運用者 BlackBridge社（ドイツ） 

衛星数 5機 

衛星製造 SSL社（英国） 

重さ 150kg（バス＋ペイロード） 

打上日 2008年8月29日 

設計寿命 7 年 

衛星高度 630km 

撮影時刻 毎日11:00頃（地方時） 

概要 

24 25 ©BlackBridge 

衛星画像製品 
RapidEye衛星：5m解像度 

皇居周辺 

特徴 

• XバンドのSAR（合成開口レーダー）センサーを搭載 

• 昼夜・天候を問わない撮像が可能 

• 商用衛星では世界最高レベルの高解像度モード（最大400MHz帯域幅で1m解像度を実現） 

• ルック方向切替（右/左）、複数機運用（4機）により 広域かつ高頻度の撮像が可能 

• 解像度、観測幅の異なる多様な撮像モードを提供 

運用機関 イタリア宇宙庁（ASI）、イタリア防衛省（I-MOD） 

打上げ日
(JST） 

1号機 2007年6月8日、2号機 2007年12月9日 
3号機 2008年10月25日、4号機 2010年11月6日 

回帰日数 16日（同一号機において） 

衛星高度 620km 

撮像時刻 地方時 毎日 6時頃（上昇軌道）、 
          18時頃（下降軌道） 

概要 

COSMO-SkyMed衛星の概要 
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軌道構成 

←１号機を基点とする同条件での 
撮影スケジュール 

軌道方向（Asc./Dec.）、ルック方向、入射角、撮像モー
ド、偏波を統一することで、 回帰日数（16日間）内に、
4回のインターフェロメトリック撮像が可能 

レーダー衛星と光学衛星 

 噴煙の影響(同日撮影) 

COSMO-SkyMed画像 GeoEye-1画像 

噴煙の影響を受ける 噴煙の影響は受けない 

©DigitalGlobe ©ASI/e-geos 
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 透過 

レーダー衛星と光学衛星 

東京ドームの屋根 

COSMO-SkyMed 

©ASI/e-geos 

東京ドーム内のグランド、観覧席 

GeoEye-1 

©DigitalGlobe 
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東日本大震災における画像の利用 

特徴： 

・DigitalGlobe社高分解能衛星： 
 ピンポイント観測による現場対応に役に立つ情報の提供 
 地震による建物の倒壊、橋の崩落、道路の寸断状況把握など 
 
・RapidEye衛星： 
 広域（観測幅77km）観測により、初動対応における被災状況の全体把握に利用 
 山間部など広範囲にわたる土砂崩れ、津波による浸水域の状況把握、海上浮遊物判読など 
 

・COSMO-SkyMed衛星： 
 STRIPMAPモード（観測幅40km、3m解像度）による浸水域状況把握、海上浮遊物の判読 
 SPOTLIGHT-2モード（観測幅10km、1m解像度）による微小な変動抽出など 

http://www.rapideye.de/about/satellites.htm
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CSK1 

CSK2 

CSK3 

CSK4 

3月12日撮影 3月12日撮影 

東日本大震災における撮影実績 RapidEye衛星による震災地域の撮影 

2012年3月13日
撮影 

湾内への 
瓦礫の集積 

沿岸部 
への浸水 

火災による煙 
漂流する瓦礫 

©BlackBridge 

気仙沼 

陸前高田 

2010年9月10日撮影 
（震災前） 

タイトル 
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岩手県陸前高田市、2010年7月23日GeoEye-1撮影 

気仙川 

ⒸDigitalGlobe 

タイトル 
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岩手県陸前高田市、2011年3月13日GeoEye-1撮影 

ⒸDigitalGlobe 

気仙川 

津波による浸水地域解析事例 

（アジア航測提供） 

3月12日IKONOS撮影、福島県南相馬市 

（国際航業提供） 

3月12日IKONOS撮影、福島県相馬市 

（国際災害チャータホームページより） 

  3月13日GeoEye-1撮影、岩手県陸前高田市 

ⒸDigitalGlobe 

震災前 

震災後 

場所：陸前高田 
左上：2010年7月23日撮影 
左下：2011年3月13日撮影 
右下：海岸林消失解析結果 

海岸林消失解析結果 

ⒸDigitalGlobe 



CSK画像による津波浸水地域の抽出 

3月12日 
CSK1撮影 

震災地域を時系列的にモニタリング 

福島第一原子力発電所 

2011年3月 2012年1月 2011年5月 震災前 

ⒸDigitalGlobe 

新潟県中越地震における震災ダム（旧山古志村） 
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2004年10月24日午前11時2分 

（地震翌日） 
2004年10月29日午前10時45分 

（地震6日後） 
2002年4月15日午前10時38分 

（地震前） 
©JSI 
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2004年10月29日午前10時45分 

（震災6日後） 2004年11月23日午前10時56分 

（震災１ヶ月後） 

200m 

25日 

経過 

10月29日時点で

の震災ダムのエリ
ア 

新たに水没した家屋 

新潟県中越地震における震災ダム（旧山古志村） 

©JSI 

新潟県中越地震復旧・復興GISプロジェクト 

40 40 国土交通省が作成し、一般配布している紹介資料の例 

ハイチ地震前後 

41 

災害後：2010/01/13  

GeoEye-1 撮影 

災害前：2008/09/29  

IKONOS 撮影 

家が崩壊 
ⒸDigitalGlobe ©JSI 



多時期CSK画像によるタイ洪水域抽出 

2011/08/27 2011/09/27 2011/10/13 2011/10/01 

2011/11/06 2011/11/30 2011/12/20 2012/01/01 

2011/08/27～2011/11/06にかけてタイ・アユタヤ周辺の洪水域が南下しながら拡大し、 
2011/11/30～2012/01/01にかけて西側から東側に向けて縮小していく様子がわかります 

2011/10/15 

2011/10/18 

2011/11/08 

画像解析：RESTEC 

道路管理における利用 

43 

都市化による道路周辺状況の変化を捉え
る為、地形図の情報の補足資料として衛
星画像を利用し、より広範囲な道路管理
が可能となる 

©JSI 

農業GISにおける利用 
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●既存データとのＧＩＳ利用 

衛星画像 

地形 

土壌図 

受益範囲 

台帳 

圃場図 

地理情報システムにおいて、地形図の補足情報として衛星画像を
利用する事により、現地状況をより視覚的に把握する事が可能。 

また、画像解析により得られた農地情報もコンテンツデータとし
て利用可能。 

©JSI 
45 

国有林地理情報システムの背景情報として採用。地形図の
補足情報として衛星画像を利用する事により、現地状況を

より視覚的に把握する事が可能。 

国有林GISにおける利用 

©JSI 

樹種分類 
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林相分類結果 林相区分線の発生結果 

第 一 段 階 第 二 段 階 第 三 段 階 第 四 段 階 

画像データ 

植生 

非植生 

竹 

針葉樹 

広葉樹 

無立木地 

スギ・アカマツ 
グループ 

ヒノキ・カラマツ 
グループ 

スギ 

アカマツ 

ヒノキ 

カラマツ 

（社）日本森林技術協会 

緑地計画の基礎資料として 

47 

IKONOS衛星の画像データを利用して、画像解析処理により画像領域内における
緑被領域を判別し、その結果をGISデータ化することで緑被抽出資料を作成。 

©JSI 



土地被覆分類図 

48 

■IKONOS衛星画像マルチスペクトルの情報を利用して解析することで、管内の土地被覆分類を行
い、効率的で且つ、客観的な手法で市街化率の把握を行うことが可能です。 

資料提供：関東地方整備局 江戸川河川事務所殿 

画像自動分類 

分類結果の使用画像間の調
整 

使用画像間の接合処理 

土地被覆分類作成 

土地被覆分類面積集計 

食味マップの作成 

フォルスカラー画像 

成熟期の植生指数 

不味い 

美味しい 

↑ 

↓ 

大 

小 

↑ 

↓ 
食味マップ 

米中タンパク含有率と
衛星測定値との関係 

米粒タンパク％ 

人
工
衛
星
の
測
定
値 

（道立中央農試1998年） 

タンパク 

植生指数 葉色値 

資料提供：富士通北海道システムズ（株） 

・コメ収穫の順番を決める 

・質の異なるコメを分別して収穫 

・営農指導の資料とする 

©JSI 

藻場分布域の把握 

藻場抽出結果 
のイメージ 

アマモ 
コンブ ガラモ 

アラメ・カジメ 

資料提供：水産総合研究センター 水産工学研究所 

・豊富な画像情報を利用することにより、浅海域の藻場分布を把握することが可能 

©JSI 

植生図の作成 

 

 

・環境省 第6回（平成11年～16年）自然環 
 境基礎調査より、1/25,000植生図を作成 
・IKONOS画像で相観植生図の作成が可能    
 であることが明らかになった  

第6回自然環境保全基礎調査より 
  http://www.vegetation.jp/chosa/index.html  

IKONOS衛星画像  

※共同研究成果 

©JSI 

2010年メキシコ湾原油流出事故 

事故現場位置図 
COSMO-SkyMed衛星による観測 

2010/4/29 

2010/5/7 

2010/5/2 

Statistics of Image Collection by CSTARS 

COSMO-SkyMed Product ©ASI-Agenzia Spaziale Italiana 2011. All Rights Reserved.  

Produced by JAPAN SPACE IMAGING CORPORATION 

カーナビ・道路地図・ゴルフナビ 

53 

 

ナビクリエーション 

Walkalongサービス 

上記の画像には国土地理
院発行の2万5千分の1地
形図が利用されています 

Ⓒ昭文社 

Ⓒ富士通テン 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Deepwater_Horizon_offshore_drilling_unit_on_fire_2010.jpg


ゲームソフトでの利用例 
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★Hardware: PlayStation2 

★Title: ENERGY AIRFORCE 

★Copyright: ©TAITO CORP.2002 

                      © Lockheed Martin Corp 

      Photo by Katsuhiko TOKUNAGA/DACT 

石油備蓄量の調査 
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衛星写真（ステレオ撮影）より、 
備蓄タンクの“蓋“の高さを算出すること
で、石油の備蓄量を調査します。 

ⒸDigitalGlobe 

駐車場の定点/時観測 －＞ シェア分析 
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Example:  Lake Park, FL 

May 20, 2010, 11:56:36 AM 

Target 

Walmart 

Walmart 

101 North Congress Ave 

244 cars (53% share) 

Kmart 

1220 Northlake Blvd 

63 cars (14% share) 

Kmart 

Target 

500 North  

Congress Ave 

152 cars (33% share) 

ⒸDigitalGlobe 

衛星画像クラウドサービス（J-IMAGE50） 
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日本全域の50cm解像度画像データをクラウド利用できる年間サービス。 毎年一定地域更新 

商品名 J-IMAGE50 

登録画像 ①日本全域を1枚に接合した画像 
②2009年以降が約90% 
③年1回更新あり 

エリア 日本全国 

利用形態 
（年間契約） 

都府県単位 
各地方単位/北海道  
日本全国一括 

撮影日情報あり 

 ©DigitalGlobe 

クラウド（Cloud）＋クラウド（Crowd） 
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8 

CrowdRankTM 

イメージ 
（Cloud 経由） 

Crowd 

（群集） 

信用度付与 
アルゴリズム 

対象物の発見・登録 

Using the crowd, we expand our collection reach as 

well as confirm or deny existing Points of Interests 

(POIs) 

ⒸDigitalGlobe 

衛星画像の普及と共に進化する 

<お問い合わせ> 
〒104-0028 東京都中央区八重洲2-8-1 日東紡ビル8F 
TEL. 03-5204-2727／FAX. 03-5204-2730 
E-mail: jsi-info@spaceimaging.co.jp 
http://www.spaceimaging.co.jp/ 
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http://www.ea-web.com/html/about/1pou.html
http://www.ea-web.com/html/about/1pou.html
http://www.ea-web.com/html/about/1pou.html
http://www.ea-web.com/html/about/1pou.html

